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論文審査の要旨（400 字以内） 

変性後側弯症など 60 症例の脊椎骨盤固定において、O-arm を使用した SAI ス

クリュー120本の手術手技と精度をみた後ろ向き症例集積研究である。120本

の内 2本（1.7%）が設置位置不良であり、2本共に前方皮質を貫通し逸脱して

いたが合併症を認めないという結果であった。研究デザインが後ろ向き症例

集積研究であることが限界と記載されていたので、なぜ比較群を設定しなか

ったのか確認したところ、O-armを使用した SAIスクリュー法以前は、別のス

クリュー（IS）で O-armを使用しないで行っていたので、比較群にすることが

難しかったとのことであった。また、関連施設では SAIスクリュー法の手術件

数が数件と少なく、比較困難であった。合併症 2例は患者要因ではなく、術者

要因ということで改善した術式で現在行っており、合併症はないとのことで

ある。臨床現場を変えた研究であり、仮説検証は困難な研究デザインである

が、臨床を変えているので、学位にふさわしいと判断した。 
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